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「日本の成人の実に9割以上が経験したことがある」と言われるほど、代表的なお口のトラブルである「虫歯」。「芸能人は

歯が命」と歯磨き粉のＣＭでありましたが、みなさんも「歯」を大切にされていますか？ 

スタート 

ゴール 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動す

る迷路ゲームです。正しいルートでゴールまでたど

り着くと、通らなかったパネルが出てきます。        
 

この余りのパネルの漢字を  
つなぎ合わせてできる熟  
語が「答え」になります。       

例題では「以」と「前」の  
パネルが余るので、「以前」  
が答えとなります。  

 

－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

こたえ 

透 明 

8 月号こたえ 

日時 →時価→価格→格別 →別行動 

→ 動 物 → 物 販 → 販 売 → 売 電 → 電 熱 

→熱処理→理工→工学→学力→力作 

→作物→物質→質問→問答→答弁 

→  →  →  →  →  →  

そもそも虫歯はいつからあるのでしょうか？約20万年前の

ネアンデルタール人から「虫歯らしきもの」が発見されている

そうです。そして、多くの人が虫歯になり始めたのは、農耕生

活を始めた1万年前以降からと言われています。質素な食生活

から穀物や芋を食べる生活へと変化し、デンプンに含まれる

糖から細菌が酸を作り虫歯が増えたようです。 

昔の人は歯痛や虫歯の原因は、歯の中にいる“小さな虫”が歯

を食べ穴をあける、と考えていたそうです。そこから「虫歯」

と呼ばれるようになったという説もあります。後に分かった

ことですが「ちいさな虫」の正体は歯の神経だったとか。 

江戸時代は今のような歯を削る機器はなかったので、虫歯に

なったらどうしていたかというと… 

とにかく抜く！しかも麻酔はなし！でも、お酒を飲んで感覚

を鈍らせるなんてこともしていたようです。 

ほんと、現代で歯医者さんが居てくれてよかったです。 

江戸時代には既に口腔治療を行う「口中医
こうちゅうい

」がいましたが、

一般庶民には縁遠い存在でした。当時の民間医学本『経験
けいけん

千万
せんまん

』には、「大根のおろし汁を耳から注ぐべし」という、な

んじゃそりぁ！？とおどろきの治療法が記載されているな

ど、庶民が手近にあるものでつくれる煎じ薬や貼り薬などの

民間薬があれこれ考案されたようです。 

また、神社に歯痛平癒祈願の絵馬を奉納したり「半紙を４回

折って、痛む歯で噛む」といったおまじないもどきが流行る

など、歯痛にのたうつ江戸庶民の苦労は大変なものだったよ

うです。一方、江戸時代の儒学者・貝原
かいはら

益軒
えきけん

は、「毎日、歯を

叩くこと36度すべし、歯かたくなり、虫くはず、歯の病なし」

と『養生訓』で述べていますが、こちらはトンデモ説ではな

く、12世紀に記された中国の医書『養生方』に出てくる「叩

歯（こうし）」の歯のケア方法に由来しているそうです。叩歯

とは、歯をカチカチ鳴らすことで歯の骨を丈夫にする噛む健

康法で、現在も中国気功で行われてるそうですよ。 

「砂糖を摂りすぎると、むし歯になる」なんてお話は 

子どもの頃から耳にタコができるほど聞いてきたという方も

多いのではないでしょうか？ところが、世界を見渡すと驚き

ます。日本は外国に比べて砂糖を摂る量が少ない。しかも、

歯磨きの時間は長いのにむし歯が多い国だったのです。海外

のお菓子やデザートを食べたことがある方は、すごく甘くて

驚いた経験はありませんか？日本は多くの国々と比べて、砂

糖摂取量自体は少ないそうです。ですが、虫歯が少ない国ラ

ンキングでは４０か国中２３位…。1 位はスウェーデンなん

だそうです。なぜこんな結果になるのかとういうと、『定期的

なケア』の回数と『フッ素』の利用回数ではないかと言われ

ているそうです。スウェーデンでは、約 90％（子供では

100％）の人が歯科医院で定期的にケアを受けているそうで

す。砂糖を控えるよりも、歯磨き粉や洗口剤、歯科での定期

的なフッ素塗布などを用いることが虫歯を減らすために重要

なようですね。 

地球上にはたくさんの種類の動物がいます。中でも脊椎動物と

呼ばれる動物のほとんどが歯を持っています。私たち人間の歯

の数は２８〜３２本、犬の歯は４２本、猫は３０本あります。

その中でも、世界一歯の多い生き物をご存知ですか？ 

なんと、カタツムリらしいです。 

正確には歯舌（しぜつ）と呼ばれ、非常に小さな歯がびっしり

並んでいて、ヤスリのように食べ物を削りとります。その歯の

数はなんと1万本～2万本以上と言われており、無数の小さな

歯が常に連なっている状態なんだそうです。殻の元になるカル

シウムを摂取するためにコンクリートも食べてしまうほど、強

力な歯を持っているらしいですよ。 

その他には、海で鋭い歯を持つ動物であるサメは生涯で何度も

歯が生え変わるんですって。生涯のうちに何度も歯を生え変わ

らせて、常に鋭い歯を持つようになっているそうですよ。 

抜けても何度も歯が生え変わるなんてうらやましいですね。 

奉 意 中 理 店

仕 任 古 代 先

方 辞 式 数 輩

策 習 理 母 出

略 歴 代 慣 納



 

 

 

   

  
 

        
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

茄子          大２本 

サバ水煮缶     １缶（190ｇ） 

大葉         １０枚程度 

鰹節         １５～２０g 

生姜醤油        お好みで 

(2 人分) 

) 

① 茄子は皮を剥き、耐熱容器に入れラップをしてレンジ

（600W）で約６分前後加熱します。 

② サバ水煮缶は汁ごと全部使います。サバの身はあらくほぐ

しておきます。大葉は千切りにしておきます。 

③ ①を取り出し、輪切りにして耐熱皿に並べる。（熱いので気

をつけてください） 

④ 並べた茄子の上にサバ、大葉、かつお節の順に乗せます。 

⑤ 魚焼きグリル（弱）で約１０分（鰹節がパリっとするま

で）焼いて完成です！様子をみながら焼いてください。 
 

食べる時にお好みで生姜醤油をかけて食べて下さい(^^) 

 

✿ ✿


